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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、シトクロムP450スーパーファミリーに属する酵素をコードしています。シトクロムP450タンパク質は、薬物代謝やコレステロール、ステロイド、その他の脂質の合成に関わる多くの反応を触媒するモノオキシゲナーゼです。このタンパク質は小胞体に局在します。げっ歯類では、相同タンパク質が特定の発がん物質を代謝することが示されているものの、ヒトにおけるこのタンパク質の具体的な機能は解明されていません。この遺伝子には複数の転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2016年1月],触媒活性：RH + 還元型フラビンタンパク質 + O(2) = ROH + 酸化型フラビンタンパク質 + H(2)O.,補因子：ヘム基.,機能：シトクロムP450は、ヘムチオレートモノオキシゲナーゼのグループです。肝ミクロソームにおいて、この酵素はNADPH依存性電子伝達経路に関与しています。ステロイド、脂肪酸、生体異物など、構造的に無関係なさまざまな化合物を酸化します。,誘導:P450 は、薬物、農薬、発がん物質などのさまざまな外来化合物によって肝臓やその他の組織で高レベルに誘導される可能性があります。,オンライン情報:CYP4B1 アレル,類似性:シトクロム P450 ファミリーに属します。,
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	シトクロムP450 4B1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COLO細胞ライセートのシトクロムP450 4B1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CYP4B1ポリクローナル抗体を用いたCOLO細胞のウェスタンブロット解析

